
車１ 割削減、渋滞 半減、
公共交通２ 倍への処方箋

車１割減で渋滞半減 !? 公共交通利用を2倍に!?

今や熊本県知事と熊本市長の共通目標に !?

渋滞を無くすためには、車も半分くらいに減らす必

要があると思っていませんか？ 実は車の交通量が

ほんの 1割減るだけでも、渋滞損失時間は約 半減する

ことが、熊本市中央区の実測値で明らかになってい

ます。 1割減なら、できる気がしませんか？
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776 台/h・ 13.5 km /h

↓1割減 ↓33% 向上

698 台/h・ 17.9 km /h

渋滞損失時間
115秒/km

↓45% 減＝ほぼ半減

63 秒/km

熊本市中央区の
交通量と速度の関係

20km /h走行時に
対する追加時間

熊本都市圏は圧倒的な車社会で、 2012 年の調査では

移動の64.4% は車が担っていました。車の交通量を

1割(全体の6%) 減らすためには、 5.9% しかない公

共交通の利用を 2倍に増やす必要があります。

車依存は年々進行し、 2023 年の調査ではそれぞれ

67.0% と 5.3% となり、渋滞も悪化しているため、

早急に手を打つ必要があります。

自動車
64.4%

二輪車
14.1%

徒歩
15.7%

公共交通
5.9%

鉄道1.4%+ 市電0.7%+ バス 3.7%

熊本都市圏の代表交通手段
（ 2012 年パーソントリップ調査）

車の1割＝全体の約6% の転換が必要

熊本県・熊本市調整会議では、 2024 年度に「 自動車１割削減、公共交通２

倍、渋滞半減 」が目標に掲げられ、その後「 10年で公共交通分担率を 2倍」

という期限が設けられ、短中期での公共交通施策も示されました。

2024 年7月18日の会議映像 上:KAB ・下 :kkt

令和6年度

第2回 熊

本県・熊本

市調整会議

資料より

渋滞が世界4位※1・地方政令市ワースト ※2な熊本市。

「車社会だから」「清正公以来の道路の形が悪いから」「今さら無理」などと諦めていませんか？

私たちは、公共交通を公費投入により抜本的に改善することで、車依存から脱却・渋滞解消し、

熊本の移動を便利に快適にする「車 1割削減、渋滞半減、公共交通 2倍」の実現を目指しています。

※1： TomTom Traffic Index 2024 渋滞レベル
※2： 2015 年道路交通センサスより熊本市集計

(株)トラフィックブレイン 太田恒平
kohei -ota@t -brain.jp

2021 年11-12月 JARTIC 断面交通量・ホンダプローブデータより算出



遅延改善にはバスレーンが有効です。市が計画中の産業道路・国体道

路など 4箇所への導入により 6% の利用増と運行効率化を含めた 4.7 億

円の増益と試算しています。中心部には信号改善も有効でしょう。

減便の原因である運転士不足の大き

な原因は給与と待遇の見劣りです。

エッセンシャルワーカーとも言える

運転士の給与に公費が回るような仕

組みが必要です。

大胆な投資による全方位的な改善
2024 年に運転士不足による混雑と、様々な運行トラブルが社会問題化しました。

車両サイズ、本数、速達性、運賃など基本的なサービス品質も課題を抱えています。

需要は充分にあるので、採算性・コスト重視を改めて投資をすれば利用は大きく伸びます。

非正規職員・年収398万円
正規職員化・年収100万円↑

約1億円/年人材 線路
30年超が47％・年3%ずつ交換
古いレールの全交換

約30億円

3連接は2本/年、今後は1両も導入
3連接に統一、車庫も拡張

約200億円車両
A:10分毎・B:20分毎(平日昼)
A:5分毎・B:10分毎・終電拡大

約2億円/年本数

A:58分・9.5km/h～、20年で3割↓
全扉で信用乗車・時間調整削減

約2億円/年
収支改善

速達
バスと不整合な均一、乗継毎に初乗り
オフピーク割、乗継割、サブスク等

約4億円/年運賃

• 全編成が30mの3連接車

• 全4扉にICカード端末

• ICカード利用率 93%

• 現金降車以外は全扉で乗降

• 適正な駅間距離(811m)

• 24%が専用軌道

• 表定速度19.5km/h

参考：宇都宮ライトレール
費用は太田試算

市電

運転士確保と増便のための公費投入とバスレーン
鉄道・市電の利用が増えていますが、バスだけは減便と利用減の負のスパイラルの中にいます。

まずは一般的な産業並みの給与・待遇に引き上げ運転士を確保するとともに、大胆な増便によ

る利用回復と、車より速く移動できるバスレーンをさらに増やす必要があります。

バス

図：宇都宮市 ライトライン 公式ポータルサイト

運転士の給与・待遇

産業・年度 年収 休日数

バス 2022 373 万 85 日

バス 2024 414 万 92 日

全産業2024 500 万 131日

市電2025 493 万

バスレーン・信号改善

増便率の約1/2で利用増が見込めます。

例えば熊本市の幹線 29 路線を平均

50% 増便すれば、全体の 18％の利用

増と、 13.8 億円の減益に対し 40.6 億

円(2.9 倍)の渋滞削減便益と試算して

おり、効率的な渋滞対策と言えます。

増便

全産業平均並
に上げるには
年収増に7億
休日増に6億
必要。
運賃で賄うと
利用減に。

②浄行寺～子飼橋

①産業道路・国体道路
→熊本市検討中

③県庁通り・第二空港線

2021 年11-12月平日7:30 -8:00

④健軍校→神水
（軌道敷乗入れ）

写真：ドレスデン @ ドイツ 出典：東洋経済「 路面電車建設｢反対意見｣は本当に正しいか」

中心部は信号改善がカギ
(信号サイクル長日本一 )

バスロケ速度の
中央値[km/h]



JR豊肥本線(～肥後大津)は、 昼の普通列車の本数は2

本/hであり、利用者が同程度の遠州鉄道 @ 浜松の4割

の本数しかありません。鹿児島本線も同様です。

複線化せずとも行き違い強化と車両購入による増便・

増結を行えば大きな利用増・渋滞削減が見込めます。

乗継、若者、私用などへの政策的割引でおトクに
公共交通の運賃には｢乗継時に初乗り ｣｢学生/家族に割高｣｢中頻度利用が割高｣｢長距離だと高い ｣

など多くの利用の障壁があります。また無料デー・半額パスなどの政策も一過性に留まります。

ICカードばかりが話題になる熊本ですが、それ以前に公費による政策的割引が重要です。

運賃

JR は私鉄並の本数倍増、熊本電鉄は復活と都心直結
熊本市の鉄道は都心に直結しないのが弱点で、通勤通学の分担率 3.5% は政令市ワーストです。

JRは速達性に優れ利用者が多いものの、日中 2本/hの本数を私鉄並に倍増できるかがカギです。

熊本電鉄は2025/2 の利便性低下の復活と、都心直結を中心とした再構築がカギです。

鉄道

JR 豊肥本線

都市 人口 事業者・路線 複
線

輸送密度
(2019)

昼の
本数/h

熊本 74 万 熊本電鉄 1,946 人 2本

JR熊本-肥後大津 11,465 人 2本

JR熊本-八代 複 10,514 人 2本

福岡 161万 西鉄 貝塚線 8,855 人 4本

浜松 78 万 遠州鉄道 11,910 人 5本

実施項目 概算
費用

利用増
見込

朝の本数： 5→6本/h 36 億円
(18 両)

30%

昼の本数： 2→4本/h

朝の両数： 2.8 →4両

行き違い設備強化 30 億円

新駅（三里木～原水） 10%

鹿児島本線との直通増加 - 3%

輸送密度
19,000
(+47%)
渋滞解消便益
37 億円/年
費用の2/3 を
公費負担想定

長期的には、 2000 年代に凍結された LRT化計画のよ

うな、都心直結を軸とした再構築が不可欠です。さら

にセミコン方面への BRT整備も将来性があります。

実現には上下分離等による公費投入が必要です。

熊本電鉄

2000 年代のLRT化計画
▲都心結節検討委員会の

H19年度報告
熊本電鉄計画案イメージ

従来 2025/2 -

昼間隔 30 分毎 40 分毎

朝間隔 15分毎 20 分毎

所要時間 26 分 31分

表定速度 21.9 km /h 18.3 km /h

北熊本乗継 全方向 片方向

2025/2 に運転士不

足による減便と、ワ

ンマン運転による速

達性低下で、混雑は

悪化し、利用は激減

しています。この復

活が喫緊の課題です。 13% の利用減(運賃申請からの推定 )

数値は
太田試算

交通手段間の乗継やバス同士の乗継

ごとに初乗り運賃がかかることが、

交通網の利便性を下げています。

バス同士とバス ⇔鉄軌道の初乗り分

4.4 億円の割引を公費で負担しても、

利用増10% ・渋滞削減 16.2 億円の効

果があると試算しています。

これにより中心部への 直通以外の利

用が増えるほか、駅からの フィー

ダーバス の導入・利用促進にもつな

がります。海外ではゾーン制による

実質的な乗継割引も多くあります。

乗継割引
世界では公費投入による格安パスが多くあります。

例えば一般5000 円/月、学生 3000 円/月ほどの

乗り放題パスがあれば、定期外の私用・長距離・

週2 -3日の利用が増え、 家計への負担も減ります。

サブスク「くまモンパス」

参考：韓国ソウル
T-money カードを使えば乗
換4回まで通し運賃になる

参考：小山市おーばす
市内のほぼ全バスを利
用できる定期券を
・一般 28,000 円/年
・通学 25,000 円/年
に値下げしたところ、
増便等もあいまり 7.4
倍に定期保有が増えた

参考：ウィーン市 ウィーン市内の全公共交通を利用
できる年間パスは大人 € 365 、 65 歳-€ 235 。
東オーストリア地域の 14 -23 歳向け年度パスは € 82 、
-25 歳向け市内夏休みパスは € 29.5 。アプリで購入可。



公共交通利用者（ 2023 年度12.4 万人/人）が 2倍に達するまで、各交通手段と割引の施策を積み上げたところ、

初期費693 億円 + 運用費46 億円/年 と試算されました。初期費を 10年で分けると 115億円/年になります。

Q. いくらかかるのか？

JR豊肥線 増便・設備増強 93 億 2.8 万人

JR鹿児島線 増便 11億 0.9 万人

熊本電鉄 都心延伸・ LRT化 227 億 0.5 万人

待遇改善・運転士確保 1億/年

オール3連接化 180 億 +1億/年 0.6 万人

車庫増設 20 億

増便(A5 分毎・ B10 分毎・深夜 ) 2億/年 0.8 万人

速達化(ダイヤ・信用乗車・信号 ) +2 億/年 0.1万人

待遇改善・運転手確保 13億/年

遅延改善（ダイヤ・信号） 1億 +2 億/年 0.2 万人

幹線路線1.5倍増便 14億/年 1.1万人

バスレーン（ 3箇所） 60 億 +5 億/年 0.3 万人

セミコン BRT 100 億 1億/年 0.5 万人

新路線（ 5路線） 1億 1億/年 0.2 万人

鉄道 JR4.3 万 + 電鉄0.5 万人 +4.2 万人

市電 2.8 万人 +1.5 万人

バス 6.4 万人 +2.3 万人

オフピーク割引 2億/年 0.2 万人

乗継割引・ゾーン制 6億/年 0.9 万人

学生サブスク 6億/年 1.7万人

一般サブスク 9億/年 1.7万人

割引 鉄道・市電・バス 12.4 万人 +4.5 万人

Q. 一人一人にできることは？ 今あるものをかしこく使おう

Q. 財源はあるのか？ Q. どう進めれば良いのか？
熊本県市合わせた一般財源の約 1% で可能です。

これまで道路整備と高齢者向け中心だった交通政策 予

算のリバランス が重要、新たな財源も要検討です。

諸外国の公共交通は運賃が4割前後、残りは税金等で

賄われているのに対し、熊本では運賃が 8割以上です。

利用者負担のリバランス も必要です。

おでかけ IC(高齢・障がい者 ) 8.4 億

地方バス路線維持費助成 8.9 億

市電の安全運行に向けた取組 5.9 億

地方公共交通バスの維持・確保 3.9 億

総合交通体系整備推進事業 0.6 億

ほぼ
都市圏外に
使われる

2025 年度の公共交通予算（調査費・実証費・復旧費等を除く）

熊本市： 4,193 億円の約0.55%

熊本県： 8,448 億円の0.05% 以下

県市調整会議で「公共交通 2倍」の大目標は掲げられ

ましたが実行計画はまだ ありません 。現在の熊本市・

県の地域公共交通計画の目標値は現状維持です。

2025 年度に策定中の都市交通マスタープラン や、

県地域公共交通計画を中心に「公共交通 2倍」の具体

案を立てる必要があります。

横断的な司令塔と運輸連合等が必要

公共交通2倍計画が必要

都市圏の道路・公共交通の計画や予算を横断的に司る

行政組織はありません。共同経営推進室はバスの民間

協調に留まり公費投入はごく限定的です。

都市圏交通の横断的な司令塔と、 公費投入の受け皿

となりサービス向上を担う運輸連合等が必要です。

今すぐは公共交通は便利になりませんので、一人一人ができることは今あるものをかしこく使うことでしょう。

ここでは進化している公共交通等のサービスを紹介します。

ChariChariGoogle Maps わくわく１ day パス

バスの遅延も考慮し ドア to ドア で検索

2025 年度より
熊本バスも対応

1分単位で借りられるシェアサイクル

アプリの 24 時間券
では日またぎ OK

800 円券 1000 円券

2200 円券

概ね熊本市内

熊本県内

※高速・リムジン等は利用不可

出先や
ほんの数分の
利用にも便利

人力
…7円/分

電動アシスト

…17円/分

熊本市+菊陽町
619 ポート

バス・電車 (JR 以外)に1日乗り放題
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